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マルチモードファイバ内の光の位相変化はモードに応じて異なるため，位相が一様な光

を入射した場合，出射光はモード間の干渉により出射端でランダムな光強度空間分布（ス

ペックル）を持つ（Fig.1(a)）．この特性を利用すると，入射光の位相空間分布を補償する

ことで任意の位置におけるモード間の位相を揃えることができ，出射端での光強度を局所

的に増加させることができる（Fig.1(b)）．単一マルチモードファイバ内視鏡は，この原理

により，ファイバ越しにmスケール空間分解レーザー計測を実現する試みである[1]．   

内視鏡システムを実用化する上では，使用中にファイバが変形した際に，モードの位相

が変化してしまうという問題が生じる．本研究では，直線形のファイバを微小変形するこ

とで，位相補償に対する変形の影響を評価した．  

実験装置の概要を Fig.2 に示す．HeNeレーザー光（633 nm）の位相空間分布を液晶空間

光変調器（SLM）を用いて補償した後に，直線形ファイバ（GI型，コア/クラッド径

50/125 m，1 m ，開口数 0.2）に入射し，出射端の光強度空間分布を計測した．特定位置

の光強度を増加させた状態で，ファイバを微小変形させ，光強度空間分布を計測すること

で変形の影響を評価した．  

 

 

 

[1] S. Turtaev, et al., Light Sci. Appl. 7, 92 (2018) and references therein. 
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